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新しい時代を迎えた高円寺氷川神社
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新
時
代
を
迎
え
る
に
あ
た
り

社

頭

所

感

令
和
元
年
五
月
吉
日

高
円
寺
氷
川
神
社

宮
司

松
井

美
加
子

新
元
号
の
始
ま
り
に
あ
た
り
、
謹
ん
で
御
国
の
安
寧
を
祈
念
申
し

上
げ
ま
す
と
同
時
に
、
日
頃
か
ら
お
世
話
人
な
っ
て
い
る
氏
子
崇
敬

者
や
関
係
者
の
ご
健
勝
と
ご
多
幸
を
祈
念
申
し
上
げ
ま
す

平
成
の
御
代
か
ら
令
和
の
御
代
へ
と
替
わ
り
ま
し
た
。
「
平
成
」

と
い
う
時
代
を
振
り
返
る
と
、
交
通
網
や
情
報
網
を
中
心
と
し
た
イ

ン
フ
ラ
の
整
備
が
加
速
し
、
私
た
ち
の
生
活
が
非
常
に
便
利
で
豊
か

に
な
り
ま
し
た
。
一
方
で
バ
ブ
ル
経
済
崩
壊
後
の
景
気
停
滞
、
他
国

に
は
類
を
見
な
い
多
く
の
自
然
災
害
が
発
生
す
る
な
ど
社
会
が
大
き

く
揺
ら
い
だ
時
代
で
も
あ
り
ま
し
た
。
新
時
代
で
は
改
め
て
大
自
然

の
存
在
に
感
謝
し
、
共
存
し
て
い
く
と
い
う
考
え
を
日
々
の
生
活
で

意
識
す
る
こ
と
が
肝
要
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

高
円
寺
氷
川
神
社
に
お
い
て
も
「
平
成
」
は
色
々
な
こ
と
が
あ
り

ま
し
た
が
、
特
に
こ
の
一
年
は
ま
さ
に
激
動
で
し
た
。
先
代
宮
司
の

山
本
雅
道
が
体
調
不
良
と
な
り
、
宮
司
を
引
き
継
ぐ
こ
と
に
な
り
、

関
係
者
の
御
尽
力
も
あ
り
平
成
三
十
年
四
月
に
無
事
に
宮
司
に
就
任

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
そ
の
直
後
に
こ
れ
ま
で
見
守
っ
て
下

さ
っ
た
山
本
雅
道
は
帰
幽
さ
れ
ま
し
た
。
昨
夏
よ
り
神
社
の
職
員
も

一
新
さ
れ
新
し
い
体
制
と
な
り
ま
し
た
。
氏
子
の
皆
様
が
神
社
を
身

近
な
も
の
と
感
じ
て
も
ら
い
、
ま
た
気
軽
に
神
社
に
お
越
し
戴
け
る

よ
う
な
環
境
づ
く
り
を
地
道
に
続
け
て
き
ま
し
た
。
少
し
ず
つ
で
す

が
、
皆
様
と
の
距
離
も
近
づ
い
て
き
て
い
る
こ
と
を
感
じ
て
ま
す
。

人
生
や
世
の
中
は
お
天
気
と
同
様
に
晴
の
日
も
あ
れ
ば
、
嵐
の
日

も
あ
り
ま
す
。
し
か
し
常
に
明
る
い
希
望
を
胸
に
持
ち
一
歩
一
歩
前

に
進
ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

戦
争
の
な
か
っ
た
平
和
な
「
平
成
」
か
ら
「
令
和
」
へ
。
私
達
も

皆
様
一
人
一
人
と
の
つ
な
が
り
ー
「
和
」
を
神
様
の
御
心
を
仰
ぎ

つ
つ
、
大
切
に
し
て
参
る
所
存
で
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ま
で
の
先
代
の

方
々
が
築
き
上
げ
て
き
た
伝
統
や
歴
史
を
継
承
し
つ
つ
も
、
新
た
な

時
代
に
対
応
す
べ
く
、
日
々
知
恵
を
絞
り
、
身
体
を
動
か
し
て
、
汗

を
か
き
、
着
実
に
実
行
し
て
い
く
所
存
で
す
。

皆
様
に
と
り
ま
し
て
も
新
た
な
時
代
が
素
晴
ら
し
い
も
の
と
な
る

よ
う
に
心
よ
り
祈
念
申
し
上
げ
、
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
戴
き
ま
す
。

奉
祝

天
皇
陛
下
御
即
位
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神額(氷川宮)
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「
令
和
」
と
い
う
新
し
い
時
代
に
入
り

ま
し
た
。
今
回
の
御
代
替
わ
り
を
機
会
に

氷
川
神
社
の
歴
史
を
振
り
返
り
た
い
と
思

い
ま
す
。
今
月
号
と
来
月
号
で
は
、
神
社

に
残
さ
れ
て
い
る
文
献
や
写
真
な
ど
を
紹

介
し
つ
つ
氷
川
神
社
の
こ
れ
ま
で
の
歩
み

を
皆
様
と
共
有
出
来
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

今
月
は
先
々
代
宮
司
の
山
本
実
の
時
代

を
中
心
に
紹
介
し
ま
す
。

2

素
戔
嗚
尊(

神
社
宝
物)

令和元年5月吉日 第158号 (令和元年5月号)

～
氷
川
神
社
の
歴
史
を
振
り
返
る
～

①

江戸名所絵図によれば、その昔、源頼朝による奥州征伐時に、武藏
国杉並の地に至り給り際、隋兵の中に高円寺村にとどまり、終に農
民となる者あり。
一説によれば、村田兵部稟云々ともいわれ(因みに村田姓は高円寺
の旧家なり)、その時、武蔵国大宮高鼻の本社よりの御神意の使者
が同氏に伝え、この高円寺村の位置高く採松杉繁多し遠く木田を望
みて風致絶佳とされる当地に社殿を建立したのが起源といわれてい
る。従って農業の神とされている。

大正６年８月１５日編纂の東京府豊多摩郡神社詩によれば、当社は
古来、高円寺村小名原の鎮守にして旧時曹洞宗高円寺別当職として
奉仕せり。高円寺は往年数回々禄の災いあり。
旧記を焼火して社伝明らかならざるも口碑によれば、天文の頃、高
円寺創建と同時に瓶記されたるものなりと云う。

明治維新後、別当職を廃し、明治7年4月3日、社格を村社に被定し、
同４０年５月４日、神饌幣帛料供述神社に列し、同４０年１２月２
６日、会計規則適用方指定せられたり、太平洋戦争後、即ち昭和２
０年８月１５日以降は宗教法人氷川神社となり現在に至る。

◆御祭神素戔嗚尊(スサノオノミコト)

素戔嗚尊は伊邪那岐命(いざなぎのみこと)が黄泉の国から帰還し、
筑紫の日向の橘の小戸の阿波岐原で禊を行った際、鼻をすすいだ
時に誕生したとされている。姉は天照大御神である。
誕生後、父である伊邪那岐命から「海」を治めるように命じられた
が、母である伊邪那美命 (いざなみのみこと)のいる根の国に行きた
いと断ったところ、伊邪那岐命の怒りを買って追放されてしまう。
そこで根の国へ向かう前に姉の天照大御神に別れの挨拶をしようと
高天原に上るが、天照大御神は弟が攻めてきたと思い、武装して応
対した。素戔嗚尊は疑いを解くために、誓約(うけひ)を行い、自ら
の潔白を証明した。その後は、高天原に居られることをいいことに
次々と粗暴を働き、天照大御神は恐れて天の岩屋に隠れてしまった。
そのため、高天原から追放されてしまった。
その後、素戔嗚尊は出雲の国へ降り立った。その地を荒らしていた
巨大な怪物、八岐大蛇(やまたのおろち)への生贄にされそうになっ
ていた美しい少女の櫛名田比売命(くしなだひめ)と出会う。素戔嗚
尊は知恵を振り絞り戦略を講じ、八岐大蛇を退治する。そして八岐
大蛇の尾から出てきた草薙剣(くさなぎのつるぎ)を天照大御神に献
上し、それが古代天皇の権威となる三種の神器の一つとなる。(現
在は愛知県名古屋市の熱田神宮の御神体となっている)その後、素
戔嗚尊は櫛名田比売命を妻として、出雲の須賀の地へ移り、そこに
留まった。

◆氷川神社ご由緒

◆例大祭 (毎年八月最終土日に斎行)

年間を通して執り行われるお祭り
の中で最も重要な神事です。一年
間の感謝と今後一年の国家、氏子
の安寧を祈念します。
昭和３２年の開始から現在に至り、
毎年８月最終土日に開催される
「高円寺阿波踊り大会」は元々高
円寺氷川神社への「奉納踊り」と
して始まったものです。

高円寺阿波踊り大会の様子 例大祭の様子
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明
治
か
ら
大
正
に
か
け
て(

詳
細
な

時
期
は
不
明)

国
鉄(

現
在
の
Ｊ
Ｒ)

東

中
野
駅
の
駅
長
を
務
め
て
い
た
横
山

壮
五
郎
氏
に
対
し
て
氷
川
神
社
氏
子

か
ら
宮
司
に
就
任
し
て
ほ
し
い
と
い

う
総
意
が
あ
っ
た
由
。(

当
時
の
氷
川

神
社
は
神
職
不
在
だ
っ
た
と
言
わ
れ

て
い
る)

横
山
壮
五
郎
氏
は
国
鉄
を
退
職
後
、

氷
川
神
社
の
宮
司
と
し
て
奉
職
し
、

退
職
金
を
元
手
に
、
氷
川
神
社
を
整

備
し
た
と
言
わ
れ
て
い
る
。
氏
子
が

熱
望
し
た
氷
川
神
社
宮
司
誕
生
が
こ

の
時
で
あ
っ
た
。

３

氷川神社総本社である武蔵一宮氷
川神社の東角井光臣宮司(当時)か
ら山本実へ戴いた掛軸

◆
横
山
壮
五
郎
氏
の
宮
司
就
任

3

先々代宮司の山本実

令和元年5月吉日 第158号 (令和元年5月号)

◆
山
本
実
へ
の
代
替
わ
り

山
本
実
は
信
州
の
生
ま
れ
で
、
大

正
時
代
に
上
京
、
高
円
寺
に
生
活
の

場
を
求
め
た
。(

詳
し
い
経
緯
は
不

明)

そ
の
後
、
横
山
壮
吾
郎
氏
の
娘
で

あ
る
横
山
薫
さ
ん
と
結
婚
す
る
こ
と

に
な
り
、
結
婚
後
、
神
職
資
格
取
得

の
た
め
、
国
学
院
大
学
で
学
び
、
卒

業
後
、
横
山
壮
吾
郎
氏
の
後
を
継
ぐ

形
で
氷
川
神
社
の
宮
司
に
就
任
し
た
。

山
本
実
は
積
極
的
に
氏
子
の
家
を

訪
ね
て
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を

図
っ
た
。
ま
た
元
々
は
画
家
を
志
し

て
い
た
と
い
う
ほ
ど
絵
画
の
才
能
に

恵
ま
れ
て
お
り
、
「
実
峰(

じ
っ
ぽ

う)

」
と
い
う
名
前
で
絵
画
活
動
を
し

て
い
た
。
今
で
も
氏
子
地
域
の
各
所

に
は
山
本
実
の
絵
画
が
残
っ
て
い
る

と
言
わ
れ
て
い
る
。

国
学
院
大
学
時
代
の

明
治
神
宮
正
式
参
拝

国学院大学卒業式
最前列右から3人目が山本実

横山壮五郎氏

(上)絵画の才能があっ
た山本実の作品の中
でも秀逸な作品であ
る「式年遷宮」 (現
在も氷川神社大広間
に飾られている)
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高円寺駅開駅十五周年記念祭祭典(昭和１１年４月７日)
４

4

會旗奉告祭記念撮影(昭和１０年5月１２日)

令和元年5月吉日 第158号 (令和元年5月号)

陸軍傅書鳩調査委員会事務所開所式
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５

5

旭町陸會元旦祭

令和元年5月吉日 第158号 (令和元年5月号)

二・二六事件當日會旗奉告祭

杉並第八小学校生徒による境内清掃

山本実は高円寺中学
校PTA会長、区立中
学校PTA協議会会長
を務めてました
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６

6

令和元年5月吉日 第158号 (令和元年5月号)

幸
運
な
こ
と
に
多
く
の
写
真
が
残
っ
て
お
り
ま
し
た
。
社
報
で

は
す
べ
て
を
紹
介
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
が
、
一
つ
言
え
る
こ

と
は
、
当
時
は
人
生
の
節
目
の
出
来
事
が
あ
る
時
は
必
ず
神
社
に

集
ま
り
、
皆
で
弥
栄
、
安
寧
を
祈
願
し
て
い
た
こ
と
だ
と
思
い
ま

す
。
氏
子
の
方
々
が
常
に
神
社
に
集
ま
っ
て
い
た
こ
と
が
よ
く
わ

か
る
と
い
え
ま
す
。
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７

(左)山本実
(右)山本雅道

7

令和元年5月吉日 第158号 (令和元年5月号)

山
本
実
の
時
代
は
戦
時
中
と
重

な
っ
て
い
た
こ
と
も
あ
り
、
ま
さ

に
激
動
な
時
期
で
あ
っ
た
と
思
い

ま
す
。
昭
和
２
０
年
に
は
空
襲
に

よ
り
神
社
社
殿
が
全
焼
し
て
し
ま

い
ま
し
た
が
、
関
係
者
の
協
力
も

あ
り
、
無
事
に
新
築
し
再
出
発
を

し
た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。
当
時

の
関
係
者
は
ほ
と
ん
ど
ご
生
存
さ

れ
て
い
な
い
と
思
い
ま
す
が
、
氷

川
神
社
に
関
係
し
た
全
て
の
方
々

へ
改
め
て
敬
意
を
表
し
た
い
と
思

い
ま
す
。
ま
た
長
き
に
渡
り
氷
川

神
社
を
護
っ
て
戴
い
た
山
本
実
へ

も
改
め
て
感
謝
の
意
を
示
し
た
い

と
思
い
ま
す
。

来
月
は
山
本
実
の
長
男
で
、
先

代
宮
司
の
山
本
雅
道
の
時
代
を
中

心
に
紹
介
さ
せ
て
戴
き
ま
す
。
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８

神酒拝戴

氷
川
神
社
の
匠
～
其
の
七
～

昨
年
9

月
よ
り
開
始
し
た
日
々
の
境
内

清
掃
は
順
調
に
進
ん
で
お
り
、
日
々
神
社

が
清
ら
か
に
変
化
し
て
い
く
こ
と
を
実
感

し
て
お
り
ま
す
が
、
そ
れ
に
加
え
て
境
内

各
所
や
備
品
な
ど
の
修
復
、
整
備
も
並
行

し
て
開
始
し
ま
し
た
。
金
子
さ
ん
と
山
本

さ
ん
が
中
心
と
な
り
、
老
朽
化
、
損
傷
し

た
も
の
を
丁
寧
に
手
作
業
で
修
復
し
、
新

た
な
命
を
吹
き
込
み
、
ま
た
新
た
な
も
の

を
作
り
出
し
て
く
れ
て
ま
す
。

今
月
紹
介
す
る
の
は
「
境
内
の
植
樹
」

で
す
。
境
内
に
は
大
銀
杏
が
い
く
つ
か
あ

り
ま
す
が(

杉
並
区
保
護
樹
林)
大
銀
杏
以
外

で
は
、
梅
の
木
が
あ
る
だ
け
で
し
た
。
今

回
、
梅
の
木
の
補
強
作
業
に
加
え
て
、
新

た
に
檸
檬(

れ
も
ん)

と
す
み
れ
を
植
樹
し
て

戴
き
ま
し
た
。
綺
麗
に
咲
く
す
み
れ
や
檸

檬
が
、
少
し
で
も
境
内
を
華
や
か
に
し
て

く
れ
る
こ
と
を
期
待
し
ま
す
。

檸
檬
の
木
を
植
え
て
戴
き
ま
し
た

8

は
な
ぶ
さ
マ
ン
シ
ョ
ン

地
鎮
祭(

三
上
英
子
さ
ん)

４
月
４
日(

木)

に
、
は
な
ぶ
さ
マ
ン
シ
ョ
ン(

高

円
寺
南
４
丁
目)

の
地
鎮
祭
に
氷
川
神
社
と
し
て
奉

仕
さ
せ
て
戴
き
ま
し
た
。

施
主
の
三
上
英
子
さ
ん
は
長
き
に
渡
り
、
氷
川

神
社
の
氏
子
総
代
責
任
役
員
を
務
め
て
戴
き
、
本

当
に
お
世
話
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。
こ
の
度
、
マ

ン
シ
ョ
ン
を
新
築
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
地
鎮
祭

を
斎
行
さ
せ
て
戴
き
ま
し
た
。
三
上
英
子
さ
ん
は

９
５
歳
と
は
思
え
な
い
元
気
な
お
姿
を
見
せ
て
下

さ
い
ま
し
た
。
設
計
者
、
施
工
者
、
工
事
に
関
係

す
る
全
て
の
皆
様
が
安
全
に
過
ご
せ
る
よ
う
に
祈

念
申
し
上
げ
ま
す
。

田
中
良

杉
並
区
長
を
囲
む
会

４
月
３
日(

水)

に
、
田
中
区
長
を
囲
む

会
に
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。(

於

京
王
プ

ラ
ザ
ホ
テ
ル))

会
場
に
は
多
く
の
参
加
者
で
盛
会
に
な

り
ま
し
た
。
衆
議
院
議
員
の
石
原
伸
晃
代

議
士
、
片
山
さ
つ
き
内
閣
府
特
命
大
臣

(

参
議
院
議
員)

を
は
じ
め
、
多
く
の
来
賓

の
方
が
激
励
の
挨
拶
を
さ
れ
ま
し
た
。
時

間
の
許
す
限
り
一
人
で
も
多
く
の
方
と
あ

い
さ
つ
さ
せ
て
戴
き
ま
し
た
。

梅の木を補強

令和元年5月吉日 第158号 (令和元年5月号)

建設現場三上富三さんによる玉串奉奠

参加者で記念撮影
(中央が三上英子さん)

鍬入れの儀

す
み
れ
の
花
を
植

え
て
戴
き
ま
し
た

大
勢
の
参
加
者
で
賑
や

か
に
な
り
ま
し
た

ご
挨
拶
を
さ
れ

る
田
中
区
長



氷 川 神 社 社 報

９

9

２
万
７
千
人

の
参
加
者

(左)渥美昌泰さん

好
天
の
元
、
ウ

オ
ー
キ
ン
グ
に

励
む
参
加
者

令和元年5月吉日 第158号 (令和元年5月号)

気
象
神
社

(

晴
天
祈
願
祭)

㈱毎日放送(MBS)
気
象
神
社
で
は
個
人
・
法
人
向
け
の
気
象
に
ま
つ
わ
る

様
々
な
祈
願
祭
を
執
り
行
っ
て
ま
す
が
、
今
回
は
毎
年
晴
天

祈
願
に
お
越
し
に
な
る
法
人
様
を
紹
介
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

３
月
１
４
日(

木)

に
㈱
毎
日

放
送
様
が
晴
天
祈
願
の
為
に

御
来
臨
さ
れ
ま
し
た
。

同
社
主
催
で
毎
年
開
催
し

て
い
る
「
第
３
８
回
カ
ル

チ
ャ
ー
ス
ペ
シ
ャ
ル

平
城
京

と
西
ノ
京
の
道
ラ
ジ
オ
ウ

オ
ー
ク

～
天
平
の
輝
き
を
た

ど
る
旅
～

春
ら
ん
ま
ん
Ｍ
Ｂ

Ｓ
ラ
ジ
オ
フ
ェ
ス
タ
」
が
晴

天
に
恵
ま
れ
る
よ
う
に
と
、

ラ
ジ
オ
局
制
作
セ
ン
タ
ー
長

の
渥
美
昌
泰
さ
ん
が
晴
天
祈

願
に
お
越
し
に
な
り
ま
し
た
。

イ
ベ
ン
ト
当
日
３
月
２
１

日(

奈
良
県
奈
良
市

平
城
宮
跡

歴
史
公
園
朱
雀
門
広
場
ス

タ
ー
ト)

は
事
前
の
天
気
予
報

で
は
「
嵐
」
「
豪
雨
」
だ
っ

た
よ
う
で
す
が
、
そ
の
予
報

を
覆
し
、
晴
れ
て
暖
か
い
日

に
な
っ
た
よ
う
で
す
。

参
加
者
も
２
万
７
千
人
ほ
ど

集
ま
り
盛
況
だ
っ
た
と
の
こ

と
で
す
。
同
社
は
３
月
に
も
、

も
う
一
人
の
社
員
の
方
が
晴

天
祈
願
に
お
越
し
に
な
っ
て

お
り
、
か
つ
以
前
も
参
拝
に

お
越
し
に
な
っ
て
下
さ
っ
て

ま
す
。
そ
の
よ
う
に
継
続
し

て
参
拝
さ
れ
る
姿
勢
こ
そ
が

晴
天
に
結
び
付
い
た
も
の
と

思
い
ま
す
。
ま
た
来
年
も
お

越
し
に
な
る
の
を
お
待
ち
し

て
お
り
ま
す
。

第
九
回
高
円
寺
演
芸
ま
つ
り

～
報
告
会
・懇
親
会
～

３
月
２
８
日(

木)

に
、
第
９

回
高
円
寺
演
芸
ま
つ
り
の
報
告

会
と
懇
親
会
が
氷
川
神
社
大
広

間
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

高
円
寺
の
４
大
ま
つ
り

ー

春
は
び
っ
く
り
大
道
芸
、
夏
は

高
円
寺
阿
波
踊
り
、
秋
は
高
円

寺
フ
ェ
ス
、
そ
し
て
冬
が
「
高

円
寺
演
芸
ま
つ
り
」
で
す
。

高
円
寺
に
は
三
味
線
漫
談
の

柳
家
紫
文
師
匠
が
お
住
ま
い
と

い
う
こ
と
も
あ
り
、
独
自
に
落

語
会
を
開
く
店
が
い
く
つ
も
あ

り
ま
し
た
。

「
高
円
寺
を
演
芸
の
ま
ち

に
し
て
い
き
た
い
」
と
地

域
の
方
々
が
一
体
と
な
り
、

こ
こ
ま
で
盛
り
上
げ
て
き

ま
し
た
。
今
年
は
大
小
５

７
会
場
で
、
落
語
、
漫
談
、

浪
曲
、
講
談
な
ど
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
来
場
者
も

年
々
増
え
て
お
り
、
来
年

以
降
も
高
円
寺
の
町
を
盛

り
上
げ
て
く
れ
る
と
思
い

ま
す
。

今
回
の
報
告
会
・
懇
親

会
に
場
所
に
氷
川
神
社
が

選
ば
れ
た
こ
と
を
有
難
く

思
い
ま
し
た
。
今
後
も
地

域
の
皆
様
が
気
軽
に
氷
川

神
社
に
お
越
し
戴
い
た
り
、

相
談
し
や
す
い
よ
う
な
環

境
づ
く
り
に
努
め
て
参
り

ま
す
。 ご

挨
拶
を
さ
れ
る

高
田
芳
作
さ
ん

(

実
行
委
員
長)

懇
親
会
の
様
子

関
係
者
で
労
を
ね
ぎ
ら
い
ま
し
た

東
京
都
神
道
青
年
会

定
時
総
会

４
月
１
０
日(

水)

に
、
東
京

神
道
青
年
会
の
定
時
総
会
、

が
開
催
さ
れ
、
参
加
し
て
き

ま
し
た
。(

於

東
京
都
神
社

庁)

今
回
の
総
会
で
は
、
役

員
交
替
の
議
決
も
あ
り
ま
し

た
。
今
年
は
御
代
替
わ
り
、

新
天
皇
陛
下
御
即
位
も
あ
り

特
別
行
事
が
多
々
あ
り
ま
す

の
で
、
可
能
な
限
り
各
種
活

動
に
参
加
、
協
力
し
て
い
き

ま
す
。

総
会
終
了
後
は
、
懇
親
会

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。(

於

明
治
記
念
館)

現
役
会
員
、

賛
助
会
員
が
集
ま
り
、
交
流

を
深
め
ま
し
た
。
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★

こ
う
え
ん
じ
ん

★

～
第
十
三
話
～

氷
川
神
社
の
運
営
に
日
頃
か
ら
ご
協
力
戴

い
て
い
る
方
々
に
そ
れ
ぞ
れ
の
想
い
を
自
由

に
語
っ
て
戴
き
ま
す
。

題
名
の
「
★
こ
う
え
ん
じ
ん
★
」
は
「
こ

う
え
ん
じ(

高
円
寺)

」
と
「
じ
ん(

人)

」
を

組
み
合
わ
せ
た
言
葉(

題
名)

で
す
。

第
十
三
話
は
氷
川
神
社
総
代
を
務
め
て
戴

い
て
い
る
本
目
春
夫
さ
ん
で
す
。

「
日
本
の
神
様
は
や
さ
し
い
」

本
目

春
雄

ほ
ん
め

は
る
お

高
円
寺
氷
川
神
社
総
代
を
務
め
さ
せ
て
戴

い
て
い
る
本
目
春
夫
で
す
。
私
は
Ｎ
Ａ
Ｓ
Ｄ

Ａ(

現
在
の
Ｊ
Ａ
Ｘ
Ａ)

で
宇
宙
開
発
に
携

わ
っ
て
き
ま
し
た
。
驚
か
れ
る
か
も
し
れ
ま

せ
ん
が
、
失
敗
の
な
い
ロ
ケ
ッ
ト
、
人
工
衛

星
の
打
ち
上
げ
は
あ
り
ま
せ
ん
。
数
百
億
円

の
人
工
衛
星
が
全
損
し
て
し
ま
っ
た
こ
と
も

少
な
か
ら
ず
あ
り
ま
し
た
。
計
画
立
ち
上
げ

か
ら
十
年
以
上
か
け
て
設
計
、
制
作
、
試
験
、

検
査
と
作
業
を
進
め
、
種
子
島
宇
宙
セ
ン

タ
ー
か
ら
打
ち
上
げ
ま
す
。
「
人
事
を
尽
し

て
天
命
を
待
つ
」
わ
け
で
す
が
、
な
か
な
か

落
ち
着
か
ず
、
我
々
は
神
様
に
す
が
り
ま
す
。

氏名 ： 本目春夫 (ホンメハルオ)
生年月 ： 昭和１５年３月１３日
出身地 ： 渋谷区千駄ヶ谷
血液型 ： Ｂ型
趣味 ： ハイキング、歩くこと、読書
特技 ： 特になし
座右の銘： 義理欠く、恥欠く、人情欠く
高円寺お薦めスポット

： 気象神社
一言 ： 宜しくお願いします

自己紹介

自宅のムラサキダイコンに
囲まれて愛犬と

御
参
り
す
る
の
は
種
子
島
宇

宙
セ
ン
タ
ー
の
南
端
に
接
し
て

い
る
竹
崎
に
あ
る
宝
満
神
社
で

す
。
普
段
は
無
人
で
す
が
、
ロ

ケ
ッ
ト
の
打
ち
上
げ
な
ど
の
大

き
な
イ
ベ
ン
ト
が
あ
る
と
、
お

社
の
床
に
地
元
南
種
子
島
特
産

の
芋
焼
酎
「
南
泉
」
の
一
升
瓶

が
溢
れ
か
え
り
ま
す
。
ち
な
み

に
種
子
島
は
北
か
ら
西
の
表
市
、

中
種
町
、
南
種
町
の
一
市
二
町

で
す
が
、
各
市
町
に
各
々
特
産

の
芋
焼
酎
が
あ
り
、
島
全
体
で

一
つ
の
黒
糖
焼
酎
が
あ
り
ま
す
。

10

高
円
寺
南
五
丁
目
町
会
会
長

２００３年ＨⅡＡ
打ち上げ

10

種
子
島
宇
宙
セ
ン
タ
ー

令和元年5月吉日 第158号 (令和元年5月号)

Ｎ
Ａ
Ｓ
Ｄ
Ａ
を
始
め
宇
宙
開

発
に
関
係
し
て
い
る
会
社
の
ロ

ケ
ッ
ト
、
人
工
衛
星
担
当
部
署

に
は
神
棚
が
あ
り
ま
す
。
ロ

ケ
ッ
ト
の
打
ち
上
げ
時
、
「
Ｇ

ｏ
！
」
「
Ｎ
ｏ
！
」
の
最
終
判

断
は
気
象
屋
さ
ん
の
肩
に
か

か
っ
て
い
ま
す
。
ロ
ケ
ッ
ト
打

ち
上
げ
の
最
終
判
断
は
打
ち
上

げ
二
時
間
前
の
風
観
測
、
お
よ

び
発
射
性
の
観
測
デ
ー
タ
に
基

づ
き
判
断
さ
れ
ま
す
。
私
が
現

役
時
代
に
気
象
神
社
の
事
を

知
っ
て
い
れ
ば
少
し
は
担
当
者

の
肩
を
軽
く
し
て
あ
げ
た
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。

実
際
、
私
は
種
子
島
で
ロ
ケ
ッ
ト
打
ち
上
げ
に
参

加
し
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
筑
波
の
宇
宙
セ
ン

タ
ー
で
人
工
衛
星
ロ
ケ
ッ
ト
か
ら
分
離
し
た
後
の
追

跡
管
制
に
関
わ
り
、
そ
の
際
は
筑
波
神
社
に
お
参
り

し
て
い
ま
し
た
。

ロ
ケ
ッ
ト
打
ち
上
げ
は
宝
満
神
社
、
人
工
衛
星
の

追
跡
統
制
は
筑
波
神
社
、
諸
々
の
日
本
の
宇
宙
開
発

の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
達
成
に
は
日
本
全
国
の
神
様
が
見

守
っ
て
下
さ
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

筑波宇宙センター
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★

こ
う
え
ん
じ
ん

★

～
第
十
四
話
～

氷
川
神
社
の
運
営
に
日
頃
か
ら
ご
協
力
戴

い
て
い
る
方
々
に
そ
れ
ぞ
れ
の
想
い
を
自
由

に
語
っ
て
戴
き
ま
す
。

題
名
の
「
★
こ
う
え
ん
じ
ん
★
」
は
「
こ

う
え
ん
じ(

高
円
寺)

」
と
「
じ
ん(

人)

」
を

組
み
合
わ
せ
た
言
葉(

題
名)

で
す
。

第
十
四
話
は
パ
ル
商
店
街
振
興
組
合
理
事

長
を
務
め
て
い
る
河
原
一
さ
ん
で
す
。

「
高
円
寺
氷
川
神
社
と
阿
波
お
ど
り
」

河
原

一

か
わ
は
ら

は
じ
め

私
は
今
年
で
六
十
六
歳
に
な
り
ま
し
た
。

大
学
卒
業
後
、
他
人
の
釜
の
飯
を
食
べ
た
三

年
間
を
除
い
て
、
こ
こ
高
円
寺
で
暮
ら
し
て

き
ま
し
た
。
現
在
パ
ル
商
店
街
で
寝
具
・
阿

波
お
ど
り
用
品
の
店
を
営
ん
で
い
ま
す
。
私

の
曾
祖
母
が
大
正
時
代
の
初
め
頃
に
深
川
木

場
で
呉
服
店
を
開
業
し
ま
し
た
が
、
関
東
大

震
災
で
被
災
し
祖
父
が
私
の
父(

当
時
二
歳)

を
背
負
い
吉
祥
寺
の
知
人
宅
に
身
を
寄
せ
ま

し
た
。
翌
十
三
年
、
縁
あ
っ
て
高
円
寺
で
店

を
再
開
し
、
今
年
で
高
円
寺
創
業
か
ら
九
十

五
年
で
す
。
祖
父
か
ら
数
え
て
三
代
目
に
な

り
ま
す
。
幸
い
息
子
が
跡
を
継
い
で
く
れ
、

四
代
目
と
し
て
一
緒
に
働
い
て
お
り
ま
す
。

昨
年
に
は
初
孫(

男
児)

も
誕
生
し
ま
し
た
。

氏名 ： 河原一 (カワハラハジメ)
生年月日： 昭和２８年４月１９日
出身地 ： 高円寺南３丁目
血液型 ： A型
趣味 ： 都内近郊散歩、映画鑑賞
特技 ： 特になし
座右の銘： 後悔しない、為せば成る
高円寺お薦めスポット

： 氷川神社、桃園川緑道、商店街
一言 ： 一駅手前で降りる

自己紹介

父
の
話
や
本
に
よ
る
と
、
当
初
数
年

阿
波
お
ど
り
に
は
警
察
が
難
色
を
示
し
、

開
催
が
危
ぶ
ま
れ
た
よ
う
で
す
。
当
時

高
南
通
り
は
整
備
さ
れ
て
お
ら
ず
、
自

動
車
が
通
行
で
き
る
道
は
商
店
街
の
道

だ
け
で
、
通
行
に
支
障
を
き
た
す
と
い

う
こ
と
で
道
路
使
用
許
可
が
下
り
ま
せ

ん
。
役
員
は
知
恵
を
絞
り
、
宮
司
さ
ん

に
も
相
談
し
た
の
で
し
ょ
う
。
「
月
末

に
は
氷
川
神
社
例
大
祭
が
控
え
て
い

る
」
「
鎮
守
様
へ
の
奉
納
の
た
め
の
踊

り
で
あ
る
」
等
々
、
申
請
理
由
を
色
々

考
え
て
、
よ
う
や
く
許
可
が
出
て
開
催

に
こ
ぎ
つ
け
た
と
聞
い
て
ま
す
。

氷
川
神
社
と
高
円
寺
阿
波
お
ど
り
は

切
っ
て
も
切
れ
な
い
縁
で
繋
が
っ
て
い

ま
す
。
八
月
の
開
催
は
天
候
に
恵
ま
れ
、

丁
度
よ
い
気
温
に
な
る
よ
う
気
象
神
社

に
お
参
り
し
よ
う
と
思
い
ま
す
。

高
円
寺
パ
ル
商
店
街
振
興
組
合

理
事
長(
豊
喜
屋)

11

江
の
島
か
ら
見
え
る
富
士
山

～神社より～
今月は本目さんと河原さんを紹介させて戴
きました。本目さんは神社の総代を務めて戴
いており、河原さんには神社の半纏制作など
で日頃から大変お世話になっております。本
目さんが宇宙開発に携わっていたことに驚き
ました。河原さんは先代からのお店をしっか
り守りつつ、さらに地元活性化に貢献してい
る様子がうかがえました。お二人のことを改
めて知ることができて、とても有難かったで
す。これからも一人でも多く紹介していきた
いのでご協力をお願い申し上げます。

11

高輪泉岳寺

令和元年5月吉日 第158号 (令和元年5月号)

高
円
寺
と
い
え
ば
阿
波
お
ど
り
で
す
。

そ
し
て
今
年
も
ま
た
阿
波
お
ど
り
の
季

節
が
近
づ
い
て
き
ま
し
た
。
今
年
で
六

十
三
回
を
数
え
ま
す
。
昭
和
三
十
二
年

八
月
十
三
日
、
現
在
の
パ
ル
商
店
街
に

青
年
部
が
発
足
、
記
念
に
何
か
や
ろ
う

と
始
ま
っ
た
の
が
阿
波
お
ど
り(

ば
か
お

ど
り)

で
し
た
。
第
六
回(

昭
和
三
十
七

年)

か
ら
参
加
し
て
い
る
私
は
小
学
生
の

時
、
当
日
昼
間
は
氷
川
神
社
の
祭
礼
で

町
内
の
神
輿
を
担
ぎ
、
夜
は
阿
波
お
ど

り
に
参
加
す
る
と
い
う
楽
し
い
二
日
間

だ
っ
た
こ
と
を
思
い
出
し
ま
す
。

品川宿

豊
喜
屋
の
店
構
え

パ
ル
商
店
街
を
進
む

阿
波
お
ど
り

時
間
が
あ
れ
ば
奥
様
と
一
緒
に

よ
く
出
掛
け
ま
す
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ひ
か
わ
１
５
８
号
を
お
送
り
し

ま
し
た
。
い
よ
い
よ
御
代
替
わ

り
と
な
り
、
「
令
和
」
の
時
代

の
幕
開
け
と
な
り
ま
し
た
。
平

成
の
時
代
は
自
然
災
害
が
多

か
っ
た
の
で
、
令
和
の
時
代
は

自
然
と
共
生
で
き
る
よ
う
に
、

日
頃
か
ら
自
然
の
恵
み
に
感
謝

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

時
代
が
変
わ
っ
て
も
、
日
々
氏

子
地
域
を
護
っ
て
下
さ
る
氏
神

様
に
感
謝
し
て
、
日
々
地
道
に

努
力
を
し
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

編
集
後
記

恒
例
の
歌
の
唱
和

12

高
南
宝
扇
会

お
花
見
の
会

５
月
２
０
日(

月)

２
２
時
よ
り

フ
ジ
テ
レ
ビ
に
て
放
送
さ
れ
る

「
新
設
！
所
Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ
」
に
気

象
神
社
が
登
場
予
定
で
す
。

所
ジ
ョ
ー
ジ
さ
ん
が
日
本
に
ま

つ
わ
る
不
思
議
な
謎
に
切
り
込
む

知
的
バ
ラ
エ
テ
ィ
ー
番
組
で
す
。

５
月
２
０
日
放
送
回
の
テ
ー
マ
は

「
日
本
人
と
天
気
」
と
い
う
こ
と

も
あ
り
、
気
象
神
社
に
ロ
ケ
に
お

越
し
に
な
り
ま
し
た
。
お
時
間
が

あ
れ
ば
是
非
ご
覧
戴
け
れ
ば
と
思

い
ま
す
。

12

🌸

お
知
ら
せ

🌸

◆
「
新
設
！
所
Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ
」

に
気
象
神
社
が
登
場

３
月
３
１
日(

日)

に
「
高
南
宝
扇
会
」

の
お
花
見
の
会(

於

善
福
寺
川
緑
地)

に
参

加
し
て
き
ま
し
た
。

当
日
は
役
員
の
方
々
が
早
朝
か
ら
場
所

取
り
や
、
豚
汁
作
り
を
し
て
準
備
を
進
め

て
く
れ
ま
し
た
。
午
前
中
は
曇
り
空
で
肌

寒
い
天
候
で
し
た
が
、
開
始
時
間
に
な
る

と
、
太
陽
も
顔
を
出
し
、
暖
か
い
日
差
し

に
恵
ま
れ
ま
し
た
。
参
加
者
は
７
０
人
を

超
え
て
、
食
事
を
し
た
り
、
話
し
た
り
、

歌
を
歌
っ
た
り
し
て
お
お
い
に
盛
り
上
が

り
ま
し
た
。

手
作
り
の
豚
汁

◆
気
象
神
社
の
絵

令和元年5月吉日 第158号 (令和元年5月号)

善
福
寺
川
沿
い
の

桜
並
木

先
日
、
あ
る

参
拝
者
が
お
越

し
に
な
り
、
気

象
神
社
の
絵
を

書
い
て
戴
き
ま

し
た
。
と
て
も

上
手
で
素
晴
ら

し
い
絵
の
仕
上

が
り
に
周
り
に

い
た
参
拝
者
も

驚
い
て
い
ま
し

た
。

◆
気
象
祭
の
斎
行

６
月
１
日(

土)

１
４
時
よ
り
気
象

祭
を
斎
行
し
ま
す
。
日
本
で
は
気
象

庁
が
毎
年
６
月
１
日
を
「
気
象
記
念

日
」
と
定
め
て
お
り
ま
す
。
こ
の
気

象
記
念
日
に
合
わ
せ
て
毎
年
気
象
祭

を
斎
行
し
て
お
り
ま
す
。

今
年
の
気
象
祭
は
祭
事
に
加
え
て
、

子
供
向
け
の
イ
ベ
ン
ト
な
ど
も
実
行

予
定
で
す
。
ま
た
普
段
か
ら
気
象
神

社
に
祈
祷
に
お
越
し
に
な
っ
て
く
だ

さ
る
法
人
個
人
の
方
々
も
招
待
す
る

予
定
で
す
。
氏
子
地
域
の
皆
様
も
是

非
お
越
し
に
な
っ
て
戴
け
れ
ば
有
難

い
で
す
の
で
、
宜
し
く
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

日時：令和元年６月１日(土)
１４時開始

場所：気象神社(雨天決行)

※境内でも子供向けイベントなどを
開催予定です。(内容は未定)

お問い合わせ
氷川神社 ０３－３３１４ー４１４７

～気象祭～◆
お
詫
び

先
月
号(

１
５
７
号)

１
２
ペ
ー
ジ

の
編
集
後
記
文
章
内
で
誤
り
が
あ
っ

た
の
で
、
お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。

(

誤)

「
省
庁
」

(

正)

「
象
徴
」

細
部
ま
で
美
し
く
描
写
さ
れ
た
気
象
神
社


